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高齢協に加入を勧められた時、合言葉がぐっと心に浸みました。
「寝たきりにならない・しない」　「一人ぼっちにならない・しない」　「人と地域のお役に立って、より
元気になろう」
移りゆく季節の旬を大切にする暮らしを、利用者様と共に生きたいと願っています。それぞれの立

場で、自分も利用したい家（四季のベンチ）造りを目指します。

お寄りなんし！四季のベンチへ
小規模多機能型居宅介護　四季のベンチオープン

桜井記子さん
社会福祉法人ジェイエー長野会
特別養護老人ホームローマンうえ
だ副施設長
佐久総合病院等勤務後、2002 年
より特別養護老人ホームで職員の
人材育成に携わり、認知症の人を
支える地域活動に取り組む。
看護師、介護支援専門員、認知症
ケア上級専門士

12

認知症シリーズ①

　認知症を理解することは大切ですが、もっと重要なのは認知症の人の理解です。私達は認知症の
人を、「何もわからない人」などと偏見や固定概念でみてはいないでしょうか。
　認知症の人自身が悲しいと感じることの一つが、「自分はどうなっていくのか、消えていくよう
で怖い」という、自分自身の「存在不安」です。それまで普通に出来ていたことの一つ一つが本人
にとって大事となり、また、友人や地域との繋がりなども変化し、自分らしさを保つことが困難に
なってきます。特に、認知症の初期から中盤期には、周囲から出来なくなったことを指摘されたり、
失敗を非難されたりして、混乱したり、長年積み上げてきた誇りや自信を失い、不安や緊張が生じ
やすくなります。認知症介護は大変ですが、最も苦しんでいるのは認知症の人、本人自身なのです。
一方で、自分に添った関わりがあると、忘れることはあっても安心して落ち着いた日々を送ること
ができるのです。どんな時も、大丈夫、共に在るという思いで「本人の声をひたすら聴く」、その
ことが介護の出発点です。本人の好みや得意なこと、人との繋がりなどを大切にして向き合うこと
で、私を大切にしてもらえる、役に立つことが出来る、ここに居てもいい、安心だと感じて、もと
もと持っていた力が発揮できるのです。不穏や介護拒否などの行動障害はなくなり、その結果、介
護も楽になって、これまでどおり家で暮らすことが可能となります。

　認知症になっても隣人として、「本人はどのような思いでいるか」話を聴いてくれ、「大切にして
きたこと」をなじみの人々が知っていてくれる。そして、そのことを手掛りにした、その人に合っ
た的を射た関わりが、認知症の人、そして、これから認知症になるかも知れない私達みんなの、安
心して地域で暮らすうえで最も重要なことなのです。（桜井記子）

私達はなぜ認知症の人を
　理解することが必要なのか

　「私たちが健康の問題を懸
命に取り上げているのは、
それが平和の問題に大きく
結びつくからこそである」。
こんなことばが随所にちり
ばめられた「現代に生きる
若月俊一のことば」が先頃

本の紹介

「現代に生きる
　若月俊一のことば」
「現代に生きる
　若月俊一のことば」
家の光協会から出版されました。
　東信地域センターの事業・活動に陰に陽に協力をいただいている厚生連佐久総合病院（佐久市臼
田）が創立７０周年を記念し、松島松翆名誉院長が編著したものです。
　若月俊一先生は改めて記すまでもなく長野県高齢協設立の呼びかけ人であり、初代理事長を務め
られたことからも組合員の皆さんに紹介いたします。
　本書の構成は第１章　地域と医療を「ともに」つくる、第２章　健康は平和の礎―住民が主体と
なる健康運動、第３章　母なる農村を守る協同の精神など全６章から成っていますが、病院の広報
誌「農民とともに」に、松島名誉院長が解説をつけ「現代に生きる若月語録」として採録、連載し
たものです。
　農村医療の実践の中からつくり出されたいわゆる「若月イズム」が平易な言葉で語られ、時代を
超えて説得力をもつ本となっています。
　協同組合としての高齢協に重要な示唆となることばの中に「弱いものを支えるのが人間の義務
であり、デモクラシーの精神でもあります。それはまた協同の精神ということでもあります。－　　
中略　－　これから協同運動をもっとしっかり確立しなければなりません。おそらく２１世紀には
その精神が社会の基本になるでしょう」とあります。大いに勇気づけられます。本の販売は各種書
店又は佐久総合病院売店にて取り扱っています。定価 1,200 円＋税、出版社：家の光協会。（依田）
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○
庭
の
小
池
に
氷
が
は
り
、
そ
の
上
に

新
年
早
々
に
雪
が
５
㎝
積
り
ま
し
た
。

そ
の
ま
ま
寝
雪
と
な
り
、
小
さ
な
動
物

達
の
足
跡
が
日
に
日
に
増
え
て
い
き
ま

す
。
昨
日
は
雨
が
降
っ
て
気
温
も
上
が

り
、
雪
が
解
け
、
氷
の
上
に
水
た
ま
り

が
出
来
ま
し
た
。
今
日
は
そ
こ
に
ボ
タ

ン
雪
が
ホ
ワ
ホ
ワ
と
舞
い
落
ち
て
い
ま

す
。
明
日
は
ど
う
な
る
の
か
な
ぁ
・・・

と
窓
ガ
ラ
ス
越
し
に
眺
め
て
お
り
ま

す
。 

（
Ｔ
さ
ん
）

○
1
月
12
日
に
地
域
の
「
ど
ん
ど
焼
き
」

が
あ
り
ま
し
た
。
主
人
が
役
員
で
も
あ
る

の
で
、
家
族
（
主
人
、
息
子
と
私
）
で

参
加
し
ま
し
た
が
、
子
供
さ
ん
は
5
人
。

全
体
で
も
30
人
位
で
し
た
。
年
々
地
域
の

行
事
に
参
加
す
る
人
が
少
な
く
な
っ
て

さ
み
し
く
思
い
ま
す
。 

（
Ｋ
さ
ん
）

○
消
費
税
Ｕ
Ｐ
か
ら
、
生
活
面
全
体
に

負
担
が
か
か
っ
て
来
る
社
会
と
な
り
、

不
安
ば
か
り
が
増
え
ま
す
。
介
護
に
つ

い
て
も
気
に
な
る
一
つ
で
す
が
、
と
て

も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。 

（
Ｈ
さ
ん
）

○
初
め
て
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
に
応
募
し
ま

す
。
い
つ
も
ク
イ
ズ
は
解
い
て
い
る
の

で
す
が
、
つ
い
つ
い
出
し
忘
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
今
回
は
す
ぐ
出
す
こ
と
に
し

ま
し
た
。
ク
イ
ズ
を
解
く
の
は
ボ
ケ
防

止
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
で

し
ょ
う
？ 

（
Ｍ
さ
ん
）

○
趣
味
の
編
み
物
を
活
か
し
、
東
北
に

帽
子
等
を
編
ん
で
送
っ
て
い
る
須
坂
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
、
楽
し
い

日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。 （
Ｕ
さ
ん
）

○
60
歳
以
上
限
定
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
講

習
会
、
入
浴
施
設
な
ど
が
以
外
と
多
い

事
に
気
付
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
利
用

さ
せ
て
頂
き
な
が
ら
、
楽
し
く
年
を

重
ね
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

（
Ｙ
さ
ん
）

○
相
変
わ
ら
ず
高
齢
者
を
狙
っ
た
悪

質
詐
欺
が
横
行
し
て
い
ま
す
。
お
互

い
に
気
を
付
け
よ
う
と
言
っ
て
い
て

も
抜
本
的
な
対
策
に
は
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。
こ
こ
で
提
案
で
す
が「
電

話
機
を
最
新
の
物
に
交
換
」
も
誰
に

で
も
出
来
る
対
策
の
一
つ
で
す
。
２

年
程
前
に
故
障
し
た
電
話
機
の
代
替

え
品
と
し
て
購
入
し
た
物
が
非
常
に

便
利
で
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　
今
ま
で
の
電
話
機
は
電
話
に
出
な

い
と
相
手
が
誰
か
分
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
こ
の
電
話
は
携
帯
電
話
の

着
信
案
内
と
同
様
に
相
手
が
誰
か
か

ら
か
か
っ
て
き
た
時
点
で
画
面
で
分

か
り
ま
す
。
又
、
犯
罪
に
よ
く
使
わ

れ
る
「
発
信
者
番
号
非
通
知
」
で
か

か
っ
て
き
た
電
話
は
受
信
自
体
が
拒

否
さ
れ
る
の
で
電
話
に
出
る
必
要
も

あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
が
必
要
な
電
話

番
号
を
登
録
す
る
事
に
よ
り
「
○
○

さ
ん
か
ら
で
す
」
と
発
信
者
名
の
音

声
案
内
も
付
い
て
い
ま
す
。
登
録
さ

れ
て
い
な
い
番
号
は
番
号
が
音
声
で

出
て
き
ま
す
。
私
は
「
市
外
局
番
」

「
０
１
２
０
番
」
等
で
判
断
し
て
受
信

を
選
択
し
て
い
ま
す
。
使
い
方
は
簡

単
で
す
の
で
、
お
年
寄
り
の
い
る
家

庭
に
限
ら
ず
普
段
迷
惑
電
話
で
困
っ

て
い
る
方
々
も
参
考
に
さ
れ
れ
ば
幸

い
で
す
。 

（
Ｋ
さ
ん
）

読
者
か
ら
の
投
稿

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
投
稿
を
一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。

沢
山
の
投
稿
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ご投稿お待ち
しています。

か
が
や
き

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

中信・北信　「ワーカーズコープかがやき担い手」募集　
　ワーカーズコープかがやき（長野市、松本市）では、日常生活での困りごとを支援する
仕事を担っていただける方を募集しています。〈生活支援事業〉・仕事内容－草取り、剪定、
雪かきなど
時給：８００円を基本として、１５分刻みで精算。
　　　（松本地域については、松本市内の方を募集）
※ご希望の方は就労条件等ありますので、下記担当者までお問い合わせ下さい。

　　　　中信（松本市）０２６３－３１－８２００（風間）
　　　　北信（長野市）０２６－２１７－３６０１（根本）
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歴
史
の
歯
車
を
逆
ま
わ
り

さ
せ
よ
う
と
す
る
安
倍
政
権

２
０
１
４
年
と
い
う
こ
の
年
が
、
こ

れ
か
ら
の
日
本
の
進
路
に
と
っ
て
重

要
な
曲
が
り
か
ど
と
な
る
年
で
あ
る

こ
と
を
多
く
の
識
者
が
新
聞
紙
上
な

ど
で
さ
か
ん
に
発
言
し
て
い
ま
す
。
そ

の
中
心
点
は
、
安
倍
政
権
の
暴
走
に

よ
り
日
本
の
歴
史
を
逆
流
さ
せ
、
再

び
「
戦
争
す
る
」
国
に
し
ょ
う
と
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
機

意
識
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

安
倍
内
閣
の
右
翼
的
反
動
的
立
場

に
た
い
し
海
外
か
ら
も
異
質
な
時
代

逆
行
と
い
う
警
戒
と
批
判
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
秘
密
保
護
法
の
強
行
を

う
け
て
ア
メ
リ
カ
の
新
聞
・
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
は
「
日
本
の
危
険

な
時
代
錯
誤
ぶ
り
」
と
題
す
る
社
説

を
書
き
ま
し
た
。
ま
た
イ
ギ
リ
ス
の

新
聞
・
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
は
「
日
本
帝

国
主
義
へ
回
帰
か
」と
書
き
ま
し
た
。

日
本
が
あ
の
忌
ま
わ
し
い
太
平
洋

戦
争
に
突
入
し
て
い
っ
た
時
代
を
経

験
し
た
世
代
の
人
び
と
は
、「
あ
の
時

代
と
よ
く
似
て
き
た
。
こ
の
ま
ま
進

ん
だ
ら
大
変
な
こ
と
に
な
る
。
子
供

や
孫
た
ち
が
戦
争
に
行
く
よ
う
な
こ

と
だ
け
は
な
ん
と
し
て
も
喰
い
止
め

な
け
れ
ば
」
と
と
り
わ
け
声
を
大
に

し
、
ま
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
本
来
の
使
命

を
発
揮
し
な
け
れ
ば
と
論
陣
を
は
る
新
聞

（
例
え
ば
長
野
の
地
元
紙
な
ど
）
も
、
安
倍

政
権
を
戒
め
る
明
確
な
論
調
を
掲
げ
続
け

て
い
ま
す
。
筆
者
（
１
９
３
２
年
生
）
自
身

毎
朝
、
新
聞
を
開
く
た
び
に
日
本
社
会
の

危
険
な
方
向
へ
の
急
激
な
流
れ
に
苛
立
ち
、

安
倍
政
権
に
抗
す
る
国
民
的
大
運
動
に
本

腰
を
入
れ
ね
ば
と
考
え
る
日
々
で
す
。

こ
の
年
、
重
要
事
項
が
ズ
ラ
リ
並
ぶ

さ
て
、
こ
の
深
刻
な
時
代
状
況
を
国
民

が
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
か
気
に

な
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
マ
ス
コ
ミ
各
社
の

実
施
す
る
世
論
調
査
で
は
、
あ
れ
だ
け
国

民
各
層
の
反
対
を
押
し
切
り
「
特
定
秘
密

保
護
法
」
案
を
強
行
採
択
し
た
直
後
で
さ

え
、
内
閣
支
持
率
が
50
パ
ー
セ
ン
ト
を
超

え
る
と
い
う
現
実
を
ど
う
理
解
し
た
ら
よ

い
の
か
悩
み
ま
す
。
生
活
に
直
結
す
る
政

府
の
経
済
政
策
に
関
心
が
高
く
、
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
な
る
も
の
に
期
待
し
た
い
気
持
ち

が
あ
る
と
し
て
も
、
で
す
。

特
定
秘
密
保
護
法
の
成
立
、
集
団
的
自

衛
権
の
行
使
容
認
、
憲
法
96
条
の
改
定
、

9
条
の
空
文
化
、
改
憲
、
そ
し
て
原
発
再

稼
働
と
国
外
へ
の
輸
出
、
沖
縄
基
地
の
新

設
、
T
P
P
へ
の
参
加
、
社
会
保
障
の
切

り
捨
て
等
々
、
い
ず
れ
も
わ
が
国
の
姿
を

大
き
く
変
え
て
し
ま
う
よ
う
な
根
本
問
題

が
集
中
的
に
い
ま
私
た
ち
を
覆
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
わ
が
高
齢
協
の
組

合
員
の
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
時
代
認
識

を
も
っ
て
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

政
権
与
党
は
こ
ん
な
運
動
方
針
を

手
許
に
２
０
１
４
年
の
「
自
民
党
運
動
方

針
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
の
主
な
も
の
に

1. 

改
憲
実
現
に
向
け
て
党
全
体
と
し
て
積

極
的
に
取
り
組
む
。

2. 

靖
国
神
社
へ
の
参
拝
を
受
け
継
ぎ
、
国

の
礎
と
な
ら
れ
た
方
々
に
尊
崇
の
念
を

高
め
、
永
久
平
和
へ
の
決
意
を
新
た
に

す
る
。

3. 

安
倍
内
閣
の
掲
げ
る
「
積
極
的
平
和
主

義
」
を
支
援
し
、
国
際
貢
献
す
る
。

4. 

義
務
教
育
で
は
子
ど
も
が
自
虐
史
観
に

陥
ら
な
い
よ
う
、
教
科
書
の
編
集
・
検

定
・
採
択
で
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。

な
ど
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
表
向
き
き
れ
い
な
言
葉
の
ウ
ラ
に
は
何

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

戦
後
70
年
間
ど
こ
の
国
と
も
戦
争
を
し

な
い
で
平
和
国
家
の
礎
と
な
っ
て
き
た
平

和
憲
法
を
変
え
る
こ
と
、
近
隣
国
家
は
も

と
よ
り
欧
米
の
国
々
か
ら
も
批
判
さ
れ
た

首
相
の
靖
国
参
拝
を
続
け
る
こ
と
、
積
極

的
平
和
主
義
と
い
う
言
葉
の
中
身
が
、
武

力
を
も
っ
て
紛
争
に
介
入
す
る
こ
と
、
日

中
戦
争
に
お
け
る
日
本
軍
の
「
南
京
大
虐

殺
」
が
史
実
と
し
て
証
明
さ
れ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
史
実
を
教
科
書
に

の
せ
る
こ
と
が
子
ど
も
の
自
虐
（
自
分
で

自
分
を
し
い
た
げ
る
）
史
観
を
育
て
る
こ

と
に
な
る
か
ら
教
科
書
を
チ
ェ
ッ
ク
し
検

定
か
ら
は
ず
す
等
々
、
国
会
の
衆
参
両
院

で
絶
対
多
数
を
占
め
る
政
党
の
お
ご
り
と

し
か
言
い
よ
う
の
な
い
方
針
で
す
。
高
齢

者
の
長
い
人
生
経
験
か
ら
真
実
を
見
抜
く

力
を
発
揮
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

組
合
員
一
人
ひ
と
り
が
主
体
者
に

高
齢
協
の
事
業
活
動
と
直
接
関
係
の
深

い
社
会
保
障
分
野
の
切
り
捨
て
は
、
前
号

の
新
年
あ
い
さ
つ
で
市
川
理
事
長
が
ふ
れ

ら
れ
て
い
る
と
お
り
で
す
が
、
先
人
達
の

積
み
上
げ
て
き
た
歴
史
を
否
定
し「
人
権
」

と
し
て
の
社
会
保
障
を
自
己
責
任
と
す
る

な
ど
ま
さ
に
暴
挙
で
す
。

危
険
な
道
を
進
み
始
め
た
わ
が
国
の
姿

と
重
ね
あ
わ
せ
、
子
供
た
ち
の
将
来
を
考

え
た
時
、
高
齢
者
が
再
び
あ
の
道
を
歩
む

な
と
声
を
大
に
し
て
叫
ぶ
の
は
今
し
か
な

い
と
思
い
ま
す
。

組
合
員
の
皆
さ
ん
、
私
た
ち
一
人
一
人

が
成
長
す
る
う
え
で
も
、
ま
た
高
齢
協
を

健
全
に
発
展
さ
せ
る
う
え
で
も
、
世
の
中

の
出
来
事
を
し
っ
か
り
見
、
分
析
し
、
考

え
、
主
体
者
と
し
て
行
動
す
る
力
を
身
に

つ
け
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　（
依
田
発
夫
）

歴史の
曲がりかど 組合員一人ひとりしっかり考え、行動する力を
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　「
新
た
な
決
意
で

　
　
　2
0
1
4
年
度
新
体
制
」

第
5
回
理
事
会
に
お
い
て
役
員

体
制
及
び
業
務
上
の
分
担
に
つ
い

て
4
月
1
日
よ
り
任
務
を
変
更
い

た
し
ま
し
た
。

鈴
木
友
子
専
務
理
事
が
副
理
事

長
に
、
新
井
厚
美
常
務
理
事
が
専

務
理
事
に
就
任
し
ま
す
。

ま
た
、
組
織
運
動
担
当
専
任
と

し
て
小
澤
房
生
副
理
事
長
が
就
任
、

北
信
地
域
セ
ン
タ
ー
長
に
鈴
木
友

子
副
理
事
長
が
、
介
護
事
業
の
推

進
の
た
め
に
内
田
信
幸
常
務
理
事

が
専
任
と
な
り
ま
す
。

新
た
な
決
意
で
理
事
会
、
地
域

セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
あ
た
り
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
第
16
回
通
常
総
代
会
を

2
0
1
4
年
6
月
21
日
（
土
）
長

野
市
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
総
代
の
選
挙

に
つ
い
て
以
下
の
通
り
公
告
い
た

し
ま
す
。

○
総
代
定
数

総
代
定
数
1
1
0
名

　
東
信
14
名
　
北
信
68
名

　
中
信
23
名
　
南
信
5
名

○
立
候
補
期
間

2
0
1
4
年
4
月
1
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
〜
4
月
15
日
（
火
）

＊
立
候
補
さ
れ
る
方
は
本
部
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局
に
「
立
候
補

用
紙
」
を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

○
選
挙
日

 

2
0
1
4
年
4
月
18
日
（
金
）

選
挙
管
理
委
員
会

山
崎
　
快
郎
　
　
羽
入
田
弘
恵

吉
池
　
千
鶴
　
　
小
泉
　
政
文

米
本
　
玲
子 公

　告

2014 年度　長野高齢協　組織図
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1

　　C

2 3 4 5 6

7

　　A

8

　　B
9 10

11 12 13

14

　　D

15 16 17

18

　　F

19

20 21

　　E 　　G

ガ カ イ コ ミ チ

イ ツ キ ト ウ セ ン

オ チ メ ジ ジ

ウ ブ ド ラ マ

イ シ ヤ ク イ ズ

ー ネ ビ エ キ

ク ラ カ ン テ ン

〈タテのカギ〉
①花の押し花、葉っぱの○○○
②バック・サイド○○○で安全確認
③〇〇して得とる
④社長、部長、次長、○○○○
⑤新聞は社会の○○○と言えよう
⑧衣類を収納する家具の一つ
⑨ゴマをする器
⑩不幸な人などを憐み、慈しむ気持ち
⑪物事の習いはじめ、初歩
⑫大きな町、都会、○○計画
⑭生産のもとになる自然界にある○○○
⑯多くの人が口をそろえて同じことを言う○○同音

〈ヨコのカギ〉
① 12月 31 日、年の最終の日
⑥本の頁の順序がくるっていること
⑦牛乳の脂肪を固めて作った食品
⑨数を表す符号や文字
⑪最後の一個を取り合う、○○○○ゲーム
⑬ひな祭りに飾る○○モチ
⑮歌舞伎など演劇の総称
⑰四季の一つ、○○一番
⑱昔の国名の一つ、今の福岡県の北西部

応募方法
・ヒントから□に文字を入れて、A～ Fまでのアルファベットを順番に並べ替えて、言葉を完成させてください。応募い
ただいた正解者の中から抽選で3名の方にクオカード500円と万座温泉日進館の無料入浴券1枚をプレゼントします。

☆答え、氏名、住所、日常の出来事やニュースのご意見・感想などを記入して、郵便、FAX又はメールに
てご応募ください。お待ちしています。

宛先:〒 381-0024　長野県長野市南長池 761-3　長野県高齢者生活協同組合「クロスワード」係
FAX:026-263-2385　メール:info@nagano-koureikyo.jp 　締切日: 4 月 15日（火）必着

正解者：10名　当選者（3名）：内田洋子さん、河瀬幸三郎さん、吉田長美さん
おめでとうございます。クオカード５００円と万座温泉入浴券1枚をお送りします。

前号のクロスワード正解「キンガシンネン」でした。

〈前号の答え合わせ〉

読
者
コ
ー
ナ
ー

1 2 3 4 5

6

　　C
7 8

　　B
9 10

11

　　F

12 13

　　D

14

15

　　A

16

17 18　

　　E

○長野高齢協の「理念・定義・めざすもの」を明文化し
　確認しました。
○第４次３カ年計画（２０１４年４月～２０１７年３月）
　を確認しました。
○第１６回通常総代会の日程、総代定数、選挙区ごとの
　総代定数、総代選挙にかかわる事項を決定しました。
　（総代選挙公告参照）
○２０１４年度組織体制、活動方針を確認しました。
　（組織図参照）
○東信地域センター訪問介護事業所「やまぼうし」は利用者の

　確保が困難なため２０１４年３月末日で休止を決定しました。
○賃金規程の夜勤手当、非常勤職員の基本時給など実情
　に合わせて一部を改訂しました。
○高協連企画の宮城復興支援ツアーに参加費を助成します。
○組織・事業現勢
１月までの組織状況
　組合員数　３,２９０名　出資金総額　108,221,000円
1月までの事業高
　長野県高齢者生活協同組合 397,893,166円
　ＮＰＯ法人ワーカーズコープかがやき 90,768,856円

第5回理事会報告（2014年1月25日）
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TOMO
コラム私

は
食
い
し
ん
坊
で
す
。
な
ぜ
か

幼
い
こ
ろ
の
思
い
出
も
食
べ
物
や
台

所
に
ま
つ
わ
る
事
柄
が
多
い
の
で

す
。
1
歳
半
で
腸
重
積
の
手
術
を
し

た
せ
い
も
あ
り
、「
走
る
な
」と
か「
安

静
に
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
も
起
因
し

て
、
家
の
内
と
食
べ
る
こ
と
に
意
識

が
向
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま

あ
、
元
来
の
オ
タ
ク
気
質
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
。

小
学
校
の
低
学
年
の
こ
ろ
に
は
ま

だ
台
所
に
は
「
か
ま
ど
」
が
あ
り
、

薪
で
ご
飯
を
炊
い
て
い
ま
し
た
。
私

は
ご
は
ん
炊
き
が
結
構
う
ま
か
っ
た

記
憶
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
、
ガ
ス

や
ら
電
気
や
ら
に
と
っ
て
代
わ
り
、

腕
の
見
せ
場
が
無
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
は
残
念
で
す
。
春
に
な
る
と
山

里
か
ら
リ
ヤ
カ
ー
を
引
い
て
山
椒
の

若
芽
を
売
り
に
来
ま
す
。
毎
年
、
祖

母
は
そ
の
若
芽
で
佃
煮
を
作
り
ま

す
。
舌
に
の
せ
る
と
ピ
リ
ピ
リ
と
し

び
れ
大
人
の
味
で
す
。
夏
に
は
裏
庭

の
井
戸
に
ス
イ
カ
を
吊
る
し
て
冷
や

し
ま
す
。
秋
に
は
山
葡
萄
で
葡
萄
酒

を
作
り
ま
す
。
子
供
だ
っ
た
私
も

し
っ
か
り
と
味
見
を
し
ま
し
た
。（
う

〜
ん
、
う
ま
い
）
そ
し
て
、
私
の
大

「
私
は
食
い
し
ん
坊
」

好
き
な
洋
梨
の
シ
ー
ズ
ン
に
は
、
青
く

て
硬
い
う
ち
に
買
い
求
め
て
「
米
櫃
」

の
中
に
入
れ
て
お
き
ま
す
。
毎
日
ふ
た

を
開
け
て
は
食
べ
ご
ろ
を
確
か
め
る
の

は
、
な
ん
と
も
楽
し
み
で
し
た
。
冬
に

な
る
と
味
噌
を
仕
込
み
ま
す
。
大
き
な

釜
で
大
豆
を
煮
て
大
き
な
機
械
で
す
り

潰
し
て
い
き
ま
す
。
つ
ぶ
さ
れ
た
大
豆

が
太
い
う
ど
ん
の
よ
う
に
機
械
か
ら
出

て
き
ま
す
。
そ
の
大
き
な
釜
や
機
械
は

ご
近
所
の
持
ち
回
り
で
共
同
作
業
で
し

た
。
そ
う
そ
う
、
野
沢
菜
洗
い
も
一
大

イ
ベ
ン
ト
で
す
。
初
冬
の
風
と
水
は
と

て
も
冷
た
く
、
祖
母
の
指
導
の
下
、
小

さ
な
手
を
真
っ
赤
に
し
て
洗
っ
た
も
の

で
す
。
今
は
と
い
う
と
、
風
呂
場
で
椅

子
に
腰
か
け
て
楽
し
て
洗
っ
て
い
ま

す
。祖

母
の
教
え
は
結
構
厳
し
く
て
、
ご

は
ん
炊
き
も
そ
う
で
す
が
「
す
り
こ
木

の
扱
い
」
な
ど
は
し
っ
か
り
と
仕
込
ま

れ
ま
し
た
。
い
な
り
ず
し
の
つ
め
方
も

お
は
ぎ
の
作
り
方
も
・・・・
今
思
え
ば
、

本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
し
た
。
い

ろ
い
ろ
な
食
べ
物
や
道
具
で
亡
き
祖
母

を
想
い
、
父
を
想
い
、
母
を
想
い
、
母

方
の
祖
母
を
想
い
出
せ
る
。「
食
い
し

ん
坊
」
だ
か
ら
の
し
あ
わ
せ
で
す
。

　「気
持
ち
に
寄
り
添
う
ケ
ア

　を
目
指
し
て
」

独
居
で
、
車
椅
子
生
活
を
さ
れ
て

い
る
A
さ
ん
の
所
へ
訪
問
を
始
め
て

5
年
に
な
り
ま
す
。

私
が
伺
う
日
は
、
訪
問
入
浴
で
お
風

呂
に
入
り
温
ま
っ
て
い
る
は
ず
な
の
で

す
が
、
い
つ
も
「
お
風
呂
に
入
っ
た
の

に
寒
く
て
寒
く
て
・・・
」
と
お
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
普
段
か
ら
体
温
が
低
く
な
か

な
か
身
体
が
温
ま
ら
な
い
そ
う
で
す
。

寒
さ
の
せ
い
か
、
腰
や
背
中
が
痛
く
て

ベ
ッ
ド
に
横
に
な
る
と
お
尻
の
辺
り
も

痛
く
な
る
と
の
こ
と
。「
や
っ
と
生
き

て
い
る
の
よ
」
と
言
わ
れ
ま
す
。

「
年
々
、手
先
の
動
き
が
悪
く
な
り
、

出
来
な
い
事
が
増
え
て
き
て
」「
ヘ
ル

パ
ー
さ
ん
に
や
っ
て
も
ら
う
事
を
落

ち
の
無
い
よ
う
に
頼
ま
な
い
と
生
活

が
成
り
立
た
な
い
の
よ
」
と
嘆
か
れ

る
A
さ
ん
は
、訪
問
に
伺
う
と
、掃
除
、

洗
濯
、
調
理
な
ど
や
っ
て
ほ
し
い
事

を
次
々
と
言
わ
れ
る
の
で
、
忘
れ
な

い
よ
う
に
頭
の
中
に
し
っ
か
り
入
れ

て
か
ら
取
り
掛
か
り
ま
す
。

と
て
も
お
話
が
好
き
で
テ
レ
ビ
や
本

訪
問介護

の
話
題
な
ど
色
々
と
お
話
さ
れ
、
会
話

を
し
な
が
ら
手
を
忙
し
く
動
か
し
ま

す
。
以
前
は
、
ご
自
分
で
料
理
を
さ
れ

て
い
た
の
で
、
野
菜
の
切
り
方
か
ら
味

付
け
等
と
て
も
細
か
く
、
好
み
に
合
う

よ
う
に
お
聞
き
し
な
が
ら
行
い
ま
す
。

「
お
い
し
か
っ
た
わ
」
と
言
わ
れ
る
こ

と
が
張
り
合
い
に
な
り
ま
す
。

食
事
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス
も
よ
く
考

え
て
い
て
、
色
々
な
物
を
ま
ん
べ
ん

な
く
食
べ
て
い
た
り
、
ま
た
、
苦
手

な
魚
も
な
る
べ
く
食
べ
る
よ
う
に
し

て
い
て
、
私
も
自
分
の
食
生
活
を
見

直
さ
な
け
れ
ば
と
教
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
暮
ら
し
の
中
で
、「
家

で
の
生
活
が
一
番
！
」
と
言
わ
れ
る

A
さ
ん
。
体
調
が
良
く
な
い
日
も
あ

り
ま
す
が
、
日
々
の
生
活
の
中
で
楽

し
み
を
見
つ
け
て
と
て
も
前
向
き
に

生
活
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
そ
ん
な
A
さ
ん
に

寄
り
添
い
、
頼
り
に
さ
れ
る
よ
う
に

と
心
賭
け
て
ケ
ア
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

（
朝
日
直
美
）
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★ストレッチの際のポイント
1、 ゆっくり、痛くなる直前までしっかりと筋肉を伸ばす。
2、 そのまま20秒静止！呼吸は止めない。
3、 一般的な方法です。痛みがある時、かかりつけ医がある場合は、相談の上ご活用下さい。
※紹介した内容は、一般的な方法です。痛みがある方や主治医がある方は、ご相談のうえ、効果的
であるといわれた場合にご活用ください。

（佐藤潤）

家
庭
で
で
き
る
ス
ト
レ
ッ
チ

〜
カ
チ
カ
チ
を
ほ
ぐ
し
て
、心
も
身
体
も
ス
ッ
キ
リ
し
よ
う
〜

　
春
の
陽
気
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
が
、
ち
ょ
っ
と
寒
い
日
も
あ
る
こ
の
頃
。
前
回
は
、
太
も
も
と
ふ
く
ら
は
ぎ
の
ス
ト
レ
ッ
チ

を
紹
介
し
ま
し
た
。
今
回
は
「
肩
・
背
中
・
腰
の
ス
ト
レ
ッ
チ
」
で
体
を
ほ
ぐ
し
て
ポ
カ
ポ
カ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

★
体
を
ほ
ぐ
す
・
痛
み
を
と
る
運
動

①上半身のストレッチング

③胸のストレッチング

⑤おしりのストレッチング

②背中のストレッチング

④わき腹のストレッチング

⑥背中と腰のストレッチング

〜
カ
チ
カ
チ
を
ほ
ぐ
し
て
、心
も
身
体
も
ス
ッ
キ
リ
し
よ
う
〜

手のひらを合わ
せて手を組み、そ
のまま両手を上へ
上げます。
その姿勢からさ
らに、背伸びをす
るようにして、上
半身を伸ばしま
す。 手のひらを合わせて手を組み、その

まま両手を前へ突き出します。その姿
勢からさらに、息を吐きながら、でき
るだけ前へ手を突き出します。

足を開いて座ります。片手を挙げ、
手とは反対側へ体を倒します。挙げた
手は体を倒した側の斜め前に向けて、
伸ばすようにします。

仰向けの姿勢で、
上半身と下半身をそ
れぞれ逆に回し、胴
体をねじる。床につ
いていない側の手足
を遠くに伸ばすよう
にして、手で膝を抑
えて、姿勢を保ちま
す。

体の後ろで手
を組み、背中を
反らしながら、
両手を下へ突き
出します。その
時、左右の肩甲
骨を背中で寄せ
るようにして、
胸を伸ばします。

仰向けの姿勢から、片方の胸へ引き
寄せるように、両手で膝下を引いて、
お尻と腰を伸ばすようにします。反対
の足はまっすぐ伸ばしたままにしま
す。

（
長
野
市
保
健
福
祉
部
介
護
保
険
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
抜
粋
）
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2
0
1
4
年
2
月
2
日
（
日
）
長

野
市
若
里
市
民
文
化
ホ
ー
ル
に
て
、

北
陸
信
越
地
域
4
県
か
ら
労
協
連
の

仲
間
3
4
4
名
の
集
結
に
よ
り
活
発

な
実
践
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
集
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
『
健
や
か
に

育
ち
、
人
間
ら
し
く
働
き
、
生
き
生

き
と
暮
ら
せ
る
共
生
社
会
の
実
現
に

向
か
お
う
！！
』
の
も
と
午
前
4
団
体
、

午
後
4
団
体
に
よ
る
実
践
報
告
が
あ

り
建
設
的
な
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
シ
ョ

ン
に
協
同
労
働
の
発
展
性
と
可
能
性

を
見
出
す
集
会
と
な
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
協
同
労
働
で
働
く
組
合
員
の

変
化
・
成
長
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
、

様
々
な
実
践
交
流
を
通
じ
て
学
び
合

う
中
か
ら
、
協
同
労
働
の
価
値
と
よ

い
仕
事
の
基
準
や
実
感
を
見
出
す
と

同
時
に
、
北
陸
信
越
の
労
協
間
の
連

帯
を
強
め
、
今
後
の
事
業
・
運
動
の

推
進
へ
と
結
ぶ
集
会
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。

長
野
高
齢
協
か
ら
は
、
東
信
地
域

セ
ン
タ
ー
よ
り
横
山
理
事
の
実
践
報

告
が
あ
り
、
聴
衆
か
ら
大
き
な
拍
手

と
絶
賛
を
得
ま
し
た
。
以
下
に
概
要

を
紹
介
し
ま
す
。

東
信
地
域
セ
ン
タ
ー
の
歴
史
か
ら

入
り
、
長
ら
く
活
動
拠
点
を
持
た

ず
、
組
合
員
の
文
化
・
社
会
活
動
が

中
心
で
あ
っ
た
東
信
地
域
セ
ン
タ
ー

に
事
業
所
が
で
き
、
宅
配
弁
当
事

業
、
訪
問
介
護
や
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
な
ど
の
福
祉
事
業
の
立
上

げ
を
推
進
し
て
き
た
経
緯
を
「
よ
い

仕
事
」
と
し
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

2
0
0
3
年
6
月
組
合
員
有
志
20
人

に
よ
り
結
成
し
た
「
お
も
し
ろ
倶
楽

部
」
の
様
々
な
活
動
が
、
や
が
て
仲

間
内
の
活
動
に
と
ど
め
ず
一
般
市
民

向
け
に
、
公
民
館
な
ど
を
利
用
し
て

定
期
的
に
地
域
活
動
を
開
催
し
、
組

合
員
増
や
し
に
繋
が
り
『
地
域
福
祉

と
は
何
か
』『
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ

と
は
何
か
』
な
ど
の
模
索
を
続
け
、

2
0
1
0
年
県
の
就
労
支
援
講
座
や

佐
久
市
の
福
祉
計
画
な
ど
の
情
報
か

ら
、
福
祉
事
業
の
開
始
を
決
定
し
、

初
め
て
事
業
が
始
ま
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
こ
う
し
た
東
信
地
域
セ
ン

タ
ー
の
活
動
は
、
地
域
や
市
民
と
一

緒
に
取
り
組
む
私
達
ら
し
い
活
動（
社

会
連
帯
活
動
・
社
会
連
帯
経
営
）
の

挑
戦
で
あ
り
仲
間
と
し
て
、
全
国
に

発
信
出
来
る
素
晴
ら
し
い
実
践
報
告

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

 

（
根
本
健
一
）

「
お
困
り
ご
と
は

　
　あ
り
ま
せ
ん
か
？！
」

組
合
員
の
皆
さ
ん
や
周
り
の

方
で
、
日
々
の
生
活
で
困
難
や

不
安
を
抱
え
て
い
る
方
は
い
ま

せ
ん
か
。

解
決
に
向
け
て
、
必
要
な
情

報
を
お
届
け
す
る
こ
と
や
ご
相

談
に
の
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

長
野
市
及
び
長
野
市
近
郊
の
方

は
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー
か
が
や
き

☎
０
２
６
―
２
６
３
―
２
３
９
７

松
本
市
及
び
松
本
市
近
郊
の

方
は
社
会
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー

た
ん
ぼ
ぽ

☎
０
２
６
３
―
３
１
―
８
２
１
０

か
が
や
き

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

「
全
国
よ
い
仕
事
研
究
交
流
集
会
2
0
1
3

　
　北
陸
信
越
地
域
集
会
in
長
野

★
協
同
の
精
神
こ
こ
に
あ
り
★
」

長野高齢協発表者　横山孝子さん
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新
た
な
旅
立
ち
へ

1
月
30
日
　
飯
田
職
業
訓
練
校
委
託
職
業

訓
練
が
修
了
し
、
14
名
の
方
々
が
新
た
な
道

へ
歩
み
始
め
ま
し
た
。
修
了
生
の
声
を
そ
の

ま
ま
記
載
し
ま
す
。

○
共
に
学
ん
だ
仲
間
と
か
け
が
え
の
な
い
絆

が
で
き
ま
し
た
。
介
護
の
学
習
を
通
じ

て
、
多
く
の
も
の
を
学
ば
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

（
浅
井
奈
美
）

○
想
像
以
上
に
早
い
３
ヶ
月
間
で
し
た
。
資
格

の
為
の
勉
強
だ
け
で
は
な
く
、
個
性
豊
か

な
講
師
の
方
々
か
ら
様
々
な
事
を
学
び
ま

し
た
。 

（
市
川
森
作
）

○
介
護
で
大
事
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
が
つ
い
た
り
学
ば
な
い
と
わ
か
ら
な

か
っ
た
事
を
教
わ
る
事
が
出
来
た
の
で

と
て
も
嬉
し
い
で
す
。
毎
日
通
う
に
は

大
変
で
し
た
が
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
る

仲
間
が
い
た
の
で
や
り
き
れ
た
と
思
い

ま
す
。
先
生
方
に
は
親
身
に
時
に
厳
し

く
優
し
く
し
て
頂
き
困
っ
た
時
等
と
て

も
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
大
野
里
美
）

○
初
め
の
内
は
軽
い
気
持
ち
で
講
座
を
受
け

て
い
ま
し
た
が
日
が
た
つ
に
つ
れ
て
介

護
、
福
祉
の
仕
事
の
大
切
さ
怖
さ
を
痛

感
し
ま
し
た
。 

（
大
脇
登
）

○
言
葉
に
不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
受
講
生
、

先
生
、
家
族
の
励
ま
し
に
よ
り
無
事
資

格
が
取
得
出
来
ま
し
た
。
こ
の
資
格
は

私
の
財
産
で
す
。
仕
事
に
つ
い
た
ら
一

生
懸
命
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
苦
手
だ
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
勉
強
で
き
た
お
か
げ
で
実
習
で
も

お
話
が
出
来
ま
し
た
。 

（
木
下
リ
ナ
）

○
３
カ
月
の
講
座
を
受
け
て
、
介
護
に
つ
い
て

の
知
識
を
利
用
者
さ
ん
に
優
し
く
自
分
に
も

優
し
い
基
本
姿
勢
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

 

（
野
竹
よ
ね
子
）

○
緊
張
や
ス
ト
レ
ス
が
積
も
る
中
で
、
受
講

生
同
士
が
互
い
に
支
え
合
う
こ
と
な
く

し
て
は
、
乗
り
越
え
ら
れ
な
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。 

（
原
隆
）

○
い
ろ
い
ろ
感
じ
て
大
き
な
夢
を
描
い
た
り

い
っ
ぱ
い
悩
ん
だ
り
。
時
に
は
笑
い
時
に
は

涙
し
、
出
会
っ
た
仲
間
達
か
ら
心
を
も
ら
い

ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
知
恵
を
も
ら
い
ま
し

た
。
遠
く
離
れ
て
も
心
は
ひ
と
つ
。
記
憶
の

１
ペ
ー
ジ
に
刻
ま
れ
た
物
語
は
懐
か
し
い
思

い
出
と
な
る
事
で
し
ょ
う
。 （
古
田
千
代
美
）

○
介
護
に
つ
い
て
全
く
の
無
知
の
私
に
と
っ

て
毎
日
が
新
鮮
で
知
る
喜
び
や
楽
し
さ
を

感
じ
な
が
ら
過
ご
す
事
が
出
来
ま
し
た
。

 

（
三
石
哲
也
）

○
１１
月
〜
１
月
末
ま
で
の
３
ヶ
月
の
講
座
は

私
に
と
っ
て
勉
強
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。（
前
田
里
佳
）

〇
３
カ
月
や
り
と
げ
た
達
成
感
で
少
し
自
信

を
持
つ
事
が
で
き
、
今
後
の
仕
事
に
役

立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
板
橋
葉
子
）

南
信

北
信

　楽
し
み
ま
し
た
！

『
フ
ェ
ス
タ
も
ん
ぷ
ら
』

2
月
8
、
9
日
に
開
か
れ
た
も
ん
ぜ

ん
ぷ
ら
座
の
「
フ
ェ
ス
タ
も
ん
ぷ
ら
」。

利
用
し
て
い
る
様
々
な
団
体
が
集
ま
っ

て
、
日
頃
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

長
野
高
齢
協
が
運
営
す
る
シ
ニ
ア
ア
ク

テ
ィ
ブ
ル
ー
ム
と
し

て
も
舞
台
・
展
示
・

体
験
ブ
ー
ス
に
参
加

し
、
多
く
の
方
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。
参
加
さ
れ
た

グ
ル
ー
プ
講
師
の
声

（
一
部
）
で
す
。

ぱ
そ
こ
ん
若
葉
ク
ラ
ブ

 

小
山

　美
惠
子

大
雪
の
朝
パ
ソ
コ
ン
や
プ
リ
ン
タ
ー

を
準
備
し「
ラ
ベ
ル
作
り
」に
参
加
し
て

く
だ
さ
る
方
々
を
大
き
な
声
で
宣
伝
し

な
が
ら
お
待
ち
し
ま
し
た
。
時
間
が
た

つ
と「
ラ
ベ
ル
作
り
」に
興
味
を
示
さ
れ

る
方
々
が
徐
々
に
増
え
、
和
気
あ
い
あ

い
と
パ
ソ
コ
ン
を
体
験
い
た
だ
き
ま
し

た
。
出
来
上
が
っ
た
シ
ー
ル
を
ニ
コ
ニ

コ
顔
で
ご
覧
に
な
る
様
子
に
ク
ラ
ブ
9

名
充
実
感
を
感
じ
ま
し
た
。

「
小
さ
な
布
で
か
ん
た
ん
手
仕
事
教
室
」

 

細
野

　百
々
代

当
コ
ー
ナ
ー
は
、
ど
ん
ぐ
り
の
笠
と
小

布
を
使
い
ど
ん
ぐ
り
を
作
り
ま
し
た
。
小

学
生
か
ら
８０
代
の
方
々
が
体
験
さ
れ「
楽

し
か
っ
た
、
可
愛
い
」の
声
に
温
か
い
も

の
を
た
く
さ
ん
頂
い
た
一
日
で
し
た
。

「
童
謡
・
唱
歌
を
歌
う
」

 

山
本

　美
智
子

人
に
と
っ
て
歌
は
心
の
友
達
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
開
会
式
直
後
の
ス
テ
ー
ジ

発
表
で
、
受
講
生
70
人
程
が
一
年
間

歌
っ
て
き
た
沢
山
の
曲
の
中
か
ら
「
富

士
山
」
「
翼
を
く
だ
さ
い
」
他
、
毎
回

行
っ
て
い
る
リ
ト
ミ
ッ
ク
を
入
れ
、
暗

譜
で
力
強
い
声
と
笑
顔
で
発
表
し
ま
し

た
。
「
楽
し
か
っ
た
！
嬉
し
か
っ
た
！

み
な
さ
ん
の
感
想
で
す
。

「
和
紙
ち
ぎ
り
絵
」

 

樋
口

　美
代
子

日
頃
の
活
動
を
展
示
で
発
表
し
て
い

る
受
講
生
が
体
験
希
望
者
に
教
え
る
立

場
に
。
大
人
も
子
供
も
好
き
な
教
材
を

選
ん
で
初
挑
戦
！
初
め
は
ど
ち
ら
も
緊

張
し
た
面
持
ち
で
し
た
が
、
次
々
と
富

士
山
、
お
雛
様
、
ピ
ン
ク
の
像
が
完
成

し
、
と
て
も
い
い
笑
顔
で
い
っ
ぱ
い
に

な
り
ま
し
た
。
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そ
し
て
初
任
者
研
修
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
、
地
域
福
祉
や
協
同
労
働
な
ど
多

岐
に
わ
た
る
講
座
や
実
技
そ
し
て
実
習

を
体
験
し
ま
し
た
。「
あ
っ
と
い
う
間

の
3
ヶ
月
だ
っ
た
」何
人
も
か
ら
聞
か

れ
ま
し
た
。

最
終
日
の
閉
講
式
の
後
で
全
員
で
振

り
返
り
を
し
た
と
き
に
、
訓
練
を
や
り

遂
げ
た
達
成
感
と
安
堵
感
か
ら
終
始
笑

顔
の
中
で
も
感
極
ま
っ
て
目
頭
を
お
さ

え
る
受
講
生
も
い
ま
し
た
。

そ
し
て
受
講
生
は
、
こ
の
3
ヶ
月
間

の
経
験
と
思
い
を
胸
に
秘
め
、
就
職
活

動
を
始
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
ず
っ

と
働
き
続
け
る
職
場
に
就
労
し
た
い
と

自
分
の
こ
れ
か
ら
の
こ
と
を
真
剣
に
考

え
て
い
る
方
が
多
く
、
事
務
局
の
ス

タ
ッ
フ
は
多
少
時
間
は

か
か
っ
て
も
必
ず
や
ご

自
身
の
希
望
す
る
仕
事

が
で
き
る
と
信
じ
て
い

ま
す
。

そ
の
た
め
に
受
講
生

の
就
労
活
動
を
引
き
続

き
支
援
し
な
が
ら
、
ま

だ
ま
だ
至
ら
な
い
点
が

多
々
あ
る
の
で
学
ん
で
、

も
っ
と
も
っ
と
受
講
生

の
後
押
し
が
で
き
る
訓

練
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　
　

   

万
感
の
思
い
を
胸
に
秘
め
て
、

   

い
ざ
就
職
活
動
へ
！

「
と
て
も
良
い
仲
間
と
出
会
え
る
こ

と
が
で
き
た
。」「
し
っ
か
り
と
学
ぶ
こ

と
が
で
き
た
」「
こ
れ
か
ら
介
護
の
仕

事
を
目
指
し
ま
す
」と
話
す
18
名
の
受

講
生
は
、
1
月
31
日
に
長
野
高
齢
協
が

受
託
し
た
松
本
の
公
共
職
業
訓
練「
い

き
い
き
介
護
福
祉
・
介
護
事
務
」養
成

科
の
全
課
程
を
終
え
、
ひ
と
り
ひ
と
り

が
充
実
し
た
表
情
で
訓
練
課
程
お
よ
び

初
任
者
研
修
の
修
了
証
を
受
け
取
り
ま

し
た
。

思
え
ば
11
月
1
日
始
ま
っ
た
こ
の
訓

練
は
、
20
名
で
ス
タ
ー
ト
し
、
初
日
の

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

の
時
に
ひ
と
り
ひ
と
り

に「
最
近
自
分
の
中
で
良

か
っ
た
と
思
う
出
来
事
」

を
発
表
し
て
も
ら
っ
た

時
に「
こ
の
訓
練
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

が
良
か
っ
た
こ
と
」と
話

す
受
講
生
が
何
名
も
い

ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
こ

の
訓
練
に
期
待
を
も
ち
、

前
向
き
に
取
り
組
み
た

い
と
思
っ
て
い
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。

中
信

　介
護
や
生
活
で
の
お
困
り
ご
と
が

   

あ
れ
ば
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

中
信
地
域
セ
ン
タ
ー
芽
ぶ
き
の
会

の
第
6
回「
い
き
い
き
・
元
気
づ
く
り

講
座
」は「
介
護
保
険
制
度
や
高
齢
者

の
住
ま
い
に
つ
い
て
」学
び
、
誰
か
の

手
助
け
が
必
要
に
な
っ
た
時
に
私
た

ち
は
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
生
活
を
し

て
い
く
の
か
、
参
加
者
で
意
見
交
換

を
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
お
ひ
と
り
か
ら「
急
病
を

し
た
時
に
、
今
ま
で
は
あ
た
り
前
に

で
き
て
い
た
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、

と
て
も
困
っ
て
し
ま
っ
た
。
ど
こ
に

相
談
す
れ
ば
良
い
の
か
わ
か
ら
な
い

し
、
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
を
頼
も
う
に
も

ご
主
人
が
誰
か
が
自
宅
に
入
る
こ
と

を
良
し
と
せ
ず
、
具
体
化
し
な
か
っ

た
。」と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。「
い

ざ
と
い
う
時
に
ど
こ
に
相
談
し
た
ら

良
い
の
か
わ
か
ら
ず
困
る
」と
い
う
方

が
他
に
も
何
名
も
い
ま
し
た
。

　
ま
た
自
宅
で
の
生
活
が
難
し
く

な
り
、
施
設
入
所
を
希
望
す
る
場
合
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
何
十
人
待

ち
で
簡
単
に
入
所
は
難
し
い
。
最
近

は
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
や
サ
ー
ビ
ス

付
き
高
齢
者
住
宅
な
ど
民
間
の
施
設

が
で
き
て
い
る
が
、
入
居
金
が
必
要

で
、
月
々
少
な
く
と
も
15
〜
20
万
円

程
度
か
か
る
こ
と
に
費
用
負
担
が
大

き
い
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
高
齢
者
生
協
で
は
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
も
い
て「
相
談
セ
ン
タ
ー
」も

あ
り
ま
す
の
で
、
介
護
や
生
活
上
で

の
お
困
り
ご
と
が
あ
れ
ば
、
ご
相
談

下
さ
い
！

ま
た
、
こ
れ
か
ら「
私
」は
ど
こ
で

ど
の
よ
う
に
暮
ら
す
の
か
考
え
て
お

く
必
要
が
あ
る
こ
と
を
強
く
感
じ
、

今
回
の
よ
う
な
学
習
会
を
こ
れ
か
ら

も
行
な
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。そ
し
て
、前
号
で
紹
介
さ
れ
た「
三

重
県
高
齢
協
の
高
齢
者
ア
パ
ー
ト
」の

よ
う
な
施
設
を
作
る
こ
と
を
組
合
員

の
皆
さ
ん
と
考
え
る
必
要
が
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
。 

（
内
田
信
幸
）

松本講座受講風景

いきいき・元気づくり講座風景

6

東
信

  

新
規
介
護
事
業
ス
タ
ー
ト
を

  

祝
っ
て
細
工
物
で

『
か
が
や
き
の
春
』
を
表
現

東
信
の
春
一
番
は
、
な
ん
と
い
っ

て
も
お
も
し
ろ
倶
楽
部
の
「
ひ
な
ま

つ
り
手
遊
び
展
」。
今
年
９
回
目
を
迎

え
た
展
示
会
は
２
月
１９
日
か
ら
２
３

日
ま
で
を
例
年
ど
お
り
佐
久
市
臼
田

の
「
さ
ん
ぽ
や
の
四
季
」
で
、
３
月

７
日
か
ら
１０
日
に
か
け
て
「
東
信
地

域
セ
ン
タ
ー
」
で
開
催
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
期
、
雛
祭
り

の
作
品
展
が
各
地
で
開
か
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
に
負
け
じ
と
私
た
ち
も

楽
し
く
頑
張
り
ま
し
た
。

今
回
の
展
示

テ
ー
マ
は
「
か
が

や
き
の
春
」。
東
信

セ
ン
タ
ー
の
長
年

の
夢
だ
っ
た
小
規

模
多
機
能
型
居
宅

介
護
事
業
「
四
季

の
ベ
ン
チ
」
が
３

月
１
日
に
ス
タ
ー

ト
し
た
こ
と
に
ち

な
み
、
お
祝
い
の

思
い
を
込
め
ま
し

た
。
雛
人
形
や
市
松
さ
ん
、
動
物
人

形
や
色
と
り
ど
り
の
花
な
ど
古
布
を

使
っ
た
手
づ
く
り
の
細
工
物
で
彩
っ

た
会
場
は
和
や
か
な
空
気
が
た
だ
よ

い
ま
す
。

「
孫
が
誕
生
し
た
ん
で
一
緒
に
見
に

来
た
ん
で
す
よ
」と
赤
ち
ゃ
ん
を
だ
っ

こ
し
た
お
年
寄
り
夫
妻
や
毎
年
こ
の

展
示
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
て
く
れ

る
常
連
客
な
ど
を
迎
え
、
今
年
も
賑

や
か
に
前
半
の
「
さ
ん
ぽ
や
の
四
季
」

会
場
は
終
了
し
ま
し
た
。
そ
し
て
今
、

後
半
の
「
東
信
地
域
セ
ン
タ
ー
」
会

場
で
の
展
示
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

 

（
東
　
誠
子
）

  

2
0
1
4
年

 

『
米ま
い

ち
ゃ
ん
弁
当
』飛
躍
の
年
に

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。「
米
ち
ゃ
ん

弁
当
」
の
尾
花
で
す
。
久
し
ぶ
り
の
登
場

で
す
。「
米
ち
ゃ
ん
弁
当
」
も
立
上
げ
よ

り
3
年
が
経
過
し
、
よ
う
や
く
経
営
的

に
も
明
る
い
状
況
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

昨
年
7
月
よ
り
単
月
の
収
支
が
黒
字

と
な
り
、
そ
れ
以
降
、
毎
月
継
続
的
に

黒
字
の
状
態
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
新

規
利
用
者
さ
ん
の
増
加
に
伴
い
食
数
も

順
調
に
伸
び
、
現
在
は
5
0
0
0
食
／

月
に
届
く
と
こ
ろ
ま
で
き
て
い
ま
す
。
現

在
、
佐
久
市
、
南
佐
久
郡
佐
久
穂
町
・

小
海
町
を
配
達
エ
リ
ア
と
し
て
営
業
し

て
い
ま
す
が
佐
久
地
域
で
の
「
米
ち
ゃ

ん
弁
当
」
の
存
在
も
徐
々
に
認
知
さ
れ
、

期
待
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

状
況
の
中
で
、
現
在
の
厨
房
施
設
は
手

狭
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
さ

ら
に
4
月
よ
り
佐
久
総
合
病

院
・
老
健
施
設
か
ら
退
所
者

向
け
の
配
食
依
頼
を
受
け
る

事
も
決
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
現
状
に
対
応
す
る
為
、

昨
年
8
月
よ
り
厨
房
改
築
移

転
検
討
委
員
会
を
立
上
げ
検

討
し
、
東
信
地
域
セ
ン
タ
ー

敷
地
内
に
改
築
・
移
転
を
決

定
、
昨
年
12
月
よ
り
工
事
が
始
ま
り
2

月
下
旬
に
完
成
・
移
転
し
新
た
な
厨
房

に
て
営
業
開
始
の
予
定
で
す
。「
米
ち
ゃ

ん
弁
当
」
立
上
げ
時
よ
り
、
早
く
安
定

し
た
経
営
状
態
に
し
東
信
地
域
セ
ン
タ
ー

内
に
新
た
に
厨
房
を
造
り
移
転
し
、
更

に
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
指
し
地
域
に
貢
献

す
る
と
い
う
の
が
夢
で
し
た
。
今
回
の
厨

房
改
築
・
移
転
に
伴
い
多
額
の
資
金
が
必

要
と
な
り
ま
し
た
が
、
長
野
県
全
県
の
組

合
員
さ
ん
の
多
大
な
る
御
協
力
と
御
支

援
に
よ
り
夢
が
か
な
う
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
米
ち
ゃ
ん
弁
当
」
は
事
業
開
始
以
来

「
地
産
地
消
」「
旬
の
食
材
」「
手
づ
く
り
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
利
用
者
さ
ん
に
喜
ば
れ

る
食
づ
く
り
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。
新

た
な
施
設
で
も
ス
タ
ッ
フ
一
丸
と
な
り
一

層
そ
の
努
力
を
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

2
0
1
4
年
は
「
米
ち
ゃ
ん
弁
当
」

飛
躍
の
年
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
2
0
1
4
年
度
末
に
は

3
0
0
食
／
日
を
目
標
に
営

業
を
強
化
し
、
新
規
利
用
者

さ
ん
の
獲
得
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
献
立
て
の
検

討
、
特
別
食
の
対
応
等
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
努
め
、
利
用
者

さ
ん
・
ケ
ア
マ
ネ
さ
ん
か
ら

の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

に
し
ま
す
。 

（
尾
花
隆
）

新しい「米ちゃん弁当」厨房


